
127

1. はじめに

　三浦半島北部には、鎌倉層群（従来、三浦層群と呼

ばれていた）の逗子層を削って載る池子層（蟹江ほか , 
2011）が分布する（川上・宍倉 , 2006）。池子層はしば

しば泥岩の炭酸塩コンクリーション層を挟み、このコ

ンクリーションには、保存の良い放散虫化石を含む。

放散虫化石は、有孔虫化石やナノ化石と共に示準化石

として地質年代決定に有効である。近年、海洋研究の

進展により放散虫化石を用いた年代決定の精度が上昇

し、地質年代の情報が乏しい池子層への活用が期待さ

れている。

　池子層の放散虫化石年代の報告としては、竹谷

（1993）、鈴木・蟹江（2010）などがある。竹谷（1993） は、

逗子市池子弾薬庫跡地に露出する逗子層上部から池子

層最下部を前期鮮新世とした。一方、蟹江ほか（2008）
は、横須賀市北東部の浦郷地域で従来、上総層群下部

層とされていた浦郷層が池子層であることを報告し、

池子層の最上部には KGP テフラ層（稲垣ほか , 2007: 
2.43Ma）を挟むことを報告した。鈴木・蟹江（2010）は、

鎌倉市手広の池子層を Motoyama（1996）の Spongurus 
pylomaticus 帯の上部から Cycladophora sakaii 帯の下部

（前期～後期鮮新世、約 4.90 ～ 3.87 Ma）と見積もり、

中位の層準を Dictyophimus bullatus 帯 （4.5 ～ 4.3 Ma）
に限定した。

　本研究では、調査地域を手広地域（Tb）に加え、南

東部の鎌倉市腰越地域（Ks）、鎌倉市北東部 KmNE、
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図 1．池子層の放散虫化石試料採取位置．地形図は国土地理院平成 18 年度発行の 2.5 万分の 1  「江の島 , Tb と Ks」，「鎌倉 , Km」，「戸塚 , 
KmNE」，「本牧 YhSE」を使用．



129

その南東の鎌倉市朝比奈地区～横浜市金沢区の朝比奈

入口地区（As）、さらに横浜市南東部（YhSE、高舟台

～釜利谷南～金沢八景地区）、また横須賀市観音崎地

区（Kn）にも拡張した。各地域で炭酸塩コンクリーシ

ョンを採取し、塩酸で溶解する方法を用いて、得られ

た放散虫化石の群集解析を行い、それぞれの地層の放

散虫化石年代を明らかにする。

　試料については、Kamikuri et al.（2009）の放散虫化

石層序により分帯し、年代は Ogg & Smith（2004）の

地磁気極性年代を用いた。

2. 試料及び処理方法

　試料の採取は図 1 に示す 6 地区で行った。採取する

試料は、炭酸塩コンクリーションに限定した。炭酸塩

コンクリーションかどうかの判定は、携帯する希塩酸

溶液をコンクリーションに滴下し、発泡の激しいもの

を採取した。経験上、粗粒の砂岩や礫岩など粒子の粗

いものは、放散虫化石が少ないことがわかっているの

で、よく発泡するコンクリーションであっても採取し

なかった。化石の抽出方法は、鈴木（2012）に示す方法

を用いた。池子層の試料は、希塩酸による泥成分の溶

解が不十分であったので、溶解時間を 2 ～ 3 昼夜とし

た。スライドグラス上には個体同士ができるだけ重な

らないように分散させ、滴下した。原則として、プレ

パラートは 5 枚作成したが、抽出した化石が多い場合は、

その数を超えて作成した。

3. 化石の同定と計数

　化石の同定と計数については、鈴木（2012）に示す

方法を用いた。1 試料につき、プレパラート 5 枚を観察・

同定し、種ごとの個体数をカウントした。

　化石の種ごとの産出頻度の表記は次のとおりとする。

　　　非常に多い（VA）：１試料中に 51 個体以上

    　　多い　　 （A）：１試料中に 21 ～ 50 個体

　　　普通　　 （C）：１試料中に 6 ～ 20 個体

　　　少ない　 （F）：１試料中に 2 ～ 5 個体

　　　稀　　　 （R）：１試料中に１個体

　化石の保存度の表記は、次のとおりとした。

　　　良　（G）：１試料中の個体の半数以上が破損し

ておらず、しかも溶解していな い状態

　　　普通（M）：１試料中の個体の半数以上が破片で

あるか、多少溶解している状態

　　　不良（P）：１試料中の個体のほとんどが破損し

ているか、強く溶解している状態

　化石の全産出量の表記は次の通りとした。

　　　多い　　 （A）：１試料中に 201 個体以上

　　　普通　　 （C）：１試料中に 51 ～ 200 個体

　　　稀　　　 （R）：１試料中に 50 個体以下

4. 試料の採取場所と地質

　本研究の調査地域（図 1）は、放散虫化石の保存良好・

産出量の良い炭酸塩コンクリーションが得られる池子

層の分布地域を対象とした。次に、各試料採取地点の

地質の特徴を述べる。

(1) 鎌倉市腰越地域  Ks
　本地域（図 1）には、逗子層と断層で接し、緩く北

方に傾斜する池子層が分布している。スコリアやパミ

スを多量に含む凝灰質泥岩が優勢である。泥質の炭酸

塩コンクリーションは、採取地点の下部から上部まで

分布する。試料採取は、本地域の南部に位置する腰越

漁港 ､ 腰越 01 ～ 04 の 5 地点、北部に位置する西鎌倉

駅と鎌倉緑地の 2 地点である。

(2) 鎌倉市手広地区  Tb
　鎌倉市の西部（図 1）にあり、手広鎖大師南側の切

Radiolarian biostratigraphy of the Pliocene Ikego Formation

図 2．鎌倉市手広地区の地質柱状図と試料採取層準．
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り通しの崖である。露頭より凝灰質シルト岩の炭酸塩

コンクリ—ションを採取した。露頭は落石防止の金網が

あるが、観察可能である。

　手広の坂（Tb01-09）の岩相は、雲母片を多量に含

む細粒凝灰岩層と粗粒の火山噴出物層（含むスコリア、

パミス）と中粒～細粒の砂岩層が互層となっている。

細粒の凝灰岩層は炭酸塩コンクリ—ションであり、十

数層を観察できる（図 2）。また、付近にはこの露頭の

側方へ延長した鎌倉市手広 2-29-8（Ht01）と鎌倉市手

広サンコーポラス鎌倉第二集会所（Sc01）で露頭観察

ができ、同様に炭酸塩コンクリーションの層準が存在

する。これらの炭酸塩コンクリーションから 11 層準

の試料を採取して、化石の抽出と群集解析を行った。

(3) 鎌倉市北東部  KmNE
　この地域（図 1）の池子層は、砂質凝灰岩と砂岩の

互層であり、北に緩く傾斜して分布している。採取地

点の数 m 上位には、KGP テフラ層（稲垣，2007）がある。

炭酸塩コンクリーションは、採取地点の下部から上部

にかけて数枚分布するが、砂質で粒子の粗いものが多

い。試料は、KGP テフラの 10 m ほど下部の層準から

1 カ所採取した。試料採取地点は、1 万分の 1 鎌倉市地

質図（見上・江藤，1986）で、従来上総層群とされて

いた。

(4) 鎌倉市東部〜横浜市南東部（朝比奈地区）  As
　この地域（図 1）の池子層は、灰白色の凝灰岩層と

灰色の砂岩層の互層であり、緩く北東に傾斜している。

朝比奈 KGP 上の採取地点の直下には、KGP テフラ層

（稲垣 , 2007）がある。朝比奈入り口の試料採取地点で

は、灰白色の泥質のコンクリーションが道路面に分布

している。両採取地点付近には、炭酸塩コンクリーシ

ョンが少ない。本地域の 2 地点は 5 万分の１地質図「横

須賀」図幅（江藤ほか , 1998）で、従来、上総層群と

されていた。

(5)横浜市南東部（高舟台・釜利谷南・金沢八景地区）  YhSE
　横浜市南東部（図 1）では、3 地区を調査した。高

舟台 01 は、横浜市金沢区高舟台 2 丁目の軽石・スコ

リアを含む凝灰岩の露頭である。釜利谷中（学校）南は、

横浜市金沢区釜利谷 2 丁目の露頭である。金沢八景は、

金沢八景駅の裏から横浜市大との間にある幅 4 m、高

さ 3 m 程の軽石・スコリアを含む凝灰岩の露頭である。

瀬戸神社は、金沢八景駅北東にある神社で、その裏に

位置する厚さ約 5 m の露頭で、数枚のコンクリーショ

ン層からなり、軽石・スコリアを挟む。試料瀬戸神社

01 と瀬戸神社 02 は、下部のコンクリーション層から

採集した。コンクリーション層には、KGP テフラが挟

まれると考えられるが、未発見である。その直上に上

総層群の凝灰質砂岩層が載る。本地域にある 5 地点は、

5 万分の 1 地質図「横浜」図幅（三梨・菊地 , 1982）で、

従来、上総層群とされていた。

(6) 横須賀市東部（観音崎地区）  Kn
　本地域（図 1）には、南西〜北東方向に逗子層と

池子層が分布し、逗子層の上に池子層が北東に約 10°
の傾斜で載っている。観音崎の池子層は、観音崎博

物館東の海岸に分布する。池子層の最下部に位置し、

炭酸塩コンクリーション層が数多く観察できる。試

料の採取場所は、図 1 の観音崎 01 と観音崎 02 の 2
地点からの炭酸塩コンクリーションで、多量の火山

砕屑物を含む。観音崎 01 は池子層の最下部付近、観

音崎 02 は観音崎 01 よりも 20 m 上位の層準から採取

した（図 3）。

5. 放散虫化石の産出結果と考察

　放散虫化石群集の分帯と年代は、Kamikuri et 
al.（2009）による分帯と Sanfilippo and Nigrini（1998）
の Code number で示し、各分帯の下限と上限の数値年

代（numerical age）は、Ogg and Smith（2004）の地磁

気極性年代を用いた。各試料から産出した放散虫化石

を表 1 に示す。

(1) 鎌倉市腰越地域  Ks
　 試 料 に は、Stichocorys peregrine､ Didymocyrtis 
tetrathalamus､ Cycladophora sakaii が 豊 富 に 産 出 す

る。時代決定に有効な Phormostichoartus doliolum､ 
Pterocanium prismatium の産出個体数は少ない。

　腰越漁港地区は本地域に分布する池子層の最下

部 に 当 た る。 こ こ で は Phormostichoartus doliolum
と Pterocanium prismatium が 共 産 し、Didymocyrtis 
penultima が 未 産 出 で あ る こ と か ら RN10 帯 で あ図 3．観音崎地区の地質柱状図と試料採取層準．
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る（Kamikuri et al.，2009）。その上位に位置する腰

越 01 ～ 03 の試料は、2 m 厚の地層中にある 3 枚の

コンクリーション層からそれぞれ採取したものであ

る。産出頻度の少ない腰越 01 を除き、全て RN10
帯（Phormostichoartus doliolum Zone, 4.19 ～ 3.87 Ma）
となった。下部の腰越 01 については、Stichocorys 
peregrina 1 種のみの産出であるため、本種の初産出で

ある RN5 から終産出である RN10 帯までに対比した。

　 腰 越 緑 地 は、Phormostichoartus doliolum と

Pterocanium prismatium が 共 産 し、Didymocyrtis avita
から Didymocyrtis tetrathalamus への進化的移行を過ぎ

ていることや Didymocyrtis penultima が終産出後である

ことから、RN10 帯（Phormostichoartus doliolum Zone, 
4.19 ～ 3.87 Ma）とした。

　 西 鎌 倉 駅 は、Stichocorys peregrina の 産 出、

Phormostichoartus doliolum と Didymocyrtis penultima
が未産出であることから、RN11 帯と考えられるが、

本採取地点は鎌倉緑地の下位にある。産出量の少な

い Phormostichoartus doliolum がたまたま含まれてい

なかったと考えられので、本地点の年代は RN10 帯

（Phormostichoartus doliolum Zone, 4.19 ～ 3.87 Ma）と

推定した。

　竹谷 （1993） は、逗子市池子弾薬庫跡地に露出する

逗子層上部から池子層最下部を前期鮮新世とした。本

研究は、この結果と調和的である。

(2) 鎌倉市手広地区  Tb
　最下部の層準である Ht01 は珪質化や化石の溶解が

進行し、5 種類程度の産出であった。それ以外の層

準では、比較的良い保存状態で豊富に産出した。主

な放散虫化石は Dictyophimus bullatus､Cycladophora 
s a k a i i 、 D i d y m o c y r t i s  a v i t a 、 D i d y m o c y r t i s 
tetrathalamus､ Phormostichoartus doliolum な ど

時代の推定に重要な化石が含まれていた。ま

た、Cycladophora cornutoides、Didymocyrtis avita、
Didymocyrtis tetrathalamus、Lamprocyclas maritalis、
Pterocanium prismatium、Stichocorys peregrina、
Tetrapyle octacantha、Pterocanium praetextum などが、

ほぼ連続的に産出した。

　Ht01 では、Didymocyrtis penultima が未産出である

が、上位の層準が RN9 帯であること、Pterocanium 
prismatium の産出から、RN9 帯と推定できる。Tb01
〜 Tb04 は、Didymocyrtis penultima、Pterocanium 
prismatium、Didymocyrtis  avita、Anthocyrtidium 
jenghisi、Pterocorys campanula が共産する。Kamikuri 
et al.（2009） で は、RN9 帯 の 上 限 を Didymocyrtis 
penultima の終産出で規定している。また、RN9 帯

に は Pterocanium prismatium、Didymocyrtis avita、
Anthocyrtidium jenghisi、Pterocorys campanula の 初 産

出イベントがあるとしている。従って、この区間は、

RN9 帯（Stichocorys peneltima Zone, 6.89 ～ 4.19 Ma, 
前期鮮新世の前期）の下部と言える。さらに上位の

Tb05 ～ 09 と Sc01 は、Phomostichoartus doliolum を

一部で欠くものの、ほぼ連続して産出する。また、

Pterocanium prismatium が連続して産出する。Kamikuri 
et al.（2009）では、Phomostichoartus doliolum の終産

出が RN10 の上限と規定している。従って、本層準は、

図 4．池子層の放散虫化石年代．図中の年代幅を示す棒線のうち，幅の広いものは，年代を狭い範囲に限定できる．
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RN10 帯 Phormostichoartus doliolum Zone の 4.19 ～ 3.87 
Ma にある。しかし、Tb09 と Sc01 では、RN11 帯のイ

ベントである Stichocorys peregrina と Amphirhopalum 
ypsilon の共産もみられる。そこで、この両層準は、

RN10 ～ 11 帯（Phormostichoartus doliolum Zone ～ 
Lychnodictyum audax Zone の 4.19 ～ 2.74 Ma, 前期鮮新

世後期～後期鮮新世前期）にあるとする。なお、本山

（1996）は、Dictyophimus bullatus の初産出～終産出ま

でを Dictyophimus bullatus 帯と分帯している。これに

よると Tb02 ～ 08 については、Dictyophimus bullatus
帯（4.5 ～ 4.3 Ma）とすることができる。

(3) 鎌倉市北東部  KmNE
　試料には ､ Botryostorobus auritus/australis、Cycladophola 
sakaii、Didymocyrtis tetrathalamus、Tetrapyle octacantha
が豊富に産出する。時代決定に有効な Pterocanium 
prismatium、Cyladophola davisiana、Lamprocyclas 
maritalis polypora 等が産出する。

　鎌倉ゴルフ西では、Lithelius klingi、 Anthocyrtidium 
jenghisi、Lamprocyrtis neohetroporos、Lamprocyrtis 
hetroporos が共産し、 Stichocorys peregrina、 Pterocanium 
prismatium、Cycladophola davisiana が 未 産 出 で あ

る。Kamikuri et al.（2009） に よ れ ば、RN12 帯 の

下限は、Stichocorys peregrina の終産出とし、上限

を Pterocanium prismatium の終産出としている。ま

た ､ RN12 帯 の イ ベ ン ト と し て ､ Lithelius klingi、
Anthocyrtidium jenghisi の終産出 ､Cycladophola davisiana
の初産出があるとしている。従って、この地点は、

Pterocanium prismatium、Cycladophola davisiana が 未

産出であるが、RN12 帯（Pterocanium prismatium Zone, 
2.74 ～ 1.75 Ma）下部と言える。

　鎌倉ゴルフ西の数 m 上位には KGP 層準（鎌倉ガー

ネットパミス）がある。この KGP の年代は 2.43 Ma（稲

垣ほか , 2007）とされている。従って、この放散虫化

石年代と KGP の年代は調和的である。

(4) 鎌倉市東部〜横浜市南東部（朝比奈地区）  As
　Botryostorobus auritus/australis、Cycladophola sakaii、
Didymocyrtis tetrathalamus、Tetrapyle octacantha が

豊富に産出する。時代決定に有効な Pterocanium 
prismatium、 Cyladophola davisiana、Lamprocyclas 
maritalis polypora 等が産出する。

　 朝 比 奈 KGP 上 で は、Pterocanium prismatium、

Amphirhopalum ypsilon、Anthocyrtidium nosicaae が 共 産

し、 Cycladophola davisiana、Stichocorys peregrina が未産

出である。従って、RN12 帯と言える。Cycladophola 
davisiana の 初 産 出 の 年 代 は 2.5 Ma（Aita, 2012）、
Stichocorys peregrina の終産出は 2.74 Ma である。この

層準の年代は 2.74 ～ 2.5 Ma と推定できる。試料の朝比

奈 KGP 上の直下には、KGP 層準がある。この KGP の

年代は 2.5 Ma（田村，2010）あるいは 2.43 Ma（稲垣ほか，

2007）とされている。従って、放散虫化石年代と KGP
の年代は調和的である。

　 朝 比 奈 入 口 の 試 料 で は、Stichocorys peregrina、
Amphirhopalum ypsilon と Dictyophimus crisiae が 共

産 す る。Kamikuri et al.（2009） で は、RN11 の 上
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表 1．池子層から抽出した放散虫化石．

Abbriviation S.p:Spondylus pyrlomaticus 帯 , D.b:Dictyophimus bullatus 帯 , C.c:Cycladophola sakaii 帯
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限を Stichocorys peregrina の終産出とされており、 
Dictyophimus crisiae の初産出を RN11 の上位のイベ

ントとみなしている。従って、この層準は RN11 帯

（Lychonodictyum audax、3.87 ～ 2.74 Ma）上位に位置

すると見なせる。

(5)横浜市南東部（高舟台・釜利谷南・金沢八景地区）  YkSE
　Botryostorobus auritus/australis、Cycladophola bicornis、
Cycladophola sakaii、  Didymocyrtis tetrathalamus、
Tetrapyle octacantha が豊富に産出する。時代決定に有

効 な Pterocanium prismatium、Cyladophola davisiana、
Lamprocyclas maritalis polypora が産出する。

　金沢八景 01 では、Cycladophola davisiana と Pterocanium 
prismatium の共産、Stichocorys peregrina が未産出であ

ることから、RN12 帯である。

　 瀬 戸 神 社 02 と 釜 利 谷 中 南 で は、Cycladophola 
davisiana、Pterocanium prismatium が 共 産 す る の

で、RN12 帯の年代を示す．しかし、同地点では、 
Stichocorys peregrina も共産する。Stichocorys peregrina
は RN12 帯 の 上 限 で 終 産 出 す る（Kamikuri et al., 
2009）ことから、Cycladophola davisiana と Stichocorys 
peregrina の共産は、矛盾することとなるので、ここで

は、RN11 帯～ RN12 帯に当たると幅を持たせておく。

　瀬戸神社 01 については、Pterocanium prismatium が
未産出であるが、Cycladophola davisiana と Lithelius 
k l ingi、Lamprocyrt is  heteroporos、 Lamprocyrt is 
neoheteroporos が共産することから、RN12 帯に限定

できる。すでに述べたように、Aita（2012）では、

Cycladophola davisiana の初産出を 2.5 Ma、Kamikuri
（2009）では、Lithelius klingi の終産出は 2.76 ～ 2.42 
Ma で起こるとしている。従って、瀬戸神社 01 の年代

は、2.5 ～ 2.42 Ma と推定できる。すなわち、この層

準の付近に新第三紀と第四紀の境界が位置する。

　高舟台 01 では Pterocanium prismatium、Stichocorys 
peregrine、Lamprocyrtis heteroporos が共産する。Kamikuri 
et al.（2009）によれば、Stichocorys peregrina の終産出

が RN11 帯の上限とされていることから、RN11 帯で

ある。しかも、Lamprocyrtis heteroporos は RN11 帯の

上位で初産出するとされる。従って ､ 高舟台は RN11
帯の上位と見積もることができる。

(6) 横須賀市東部（観音崎地区）  Kn
　採取した 2 地点の放散虫化石は、産出量が普通、

保存状態は悪い。放散虫化石群集の特徴として、

Stichocorys peregrine が 優 占 種 で あ る。Didymocyrtis 
avita と Didymocyrtis tetrathalamus が共産する。観音

崎 02 からは、年代決定に有効な Phomostichoartus 
doliolum が産出した。

　観音崎 02 では、産出頻度の少ない Phomostichoartus 
doliolum と Pterocanium prismatium が共産し、Didymocyrtis 
penultima が未産出である。Kamikuri et al. （2009）は、

Phomostichoartus doliolum の 終 産 出 を RN10 帯 の 上

限とし、Didymocyrtis penultima の終産出を RN10 帯

の下限としている。従って、観音崎 02 は、RN10 帯

（Phormostichoartus doliolum Zone, 4.19 ～ 3.87 Ma, 前期

鮮新世後期）である。

　観音崎 01 は、Pterocanium prismatium と Stichocorys 
peregrina が共産し、 Phomostichoartus doliolum、Didymocyrtis 
penultima が未産出である。これは RN11 帯を示唆する

が、観音崎 01 は観音崎 02 の下位に位置することから

矛盾する。池子層の Phomostichoartus doliolum の産出

個体数は、もともと少ないので、たまたま産出しなか

った可能性がある。さらに、Pterocanium prismatium の

初産出と Didymocyrtis avita から Didymocyrtis tetrathalamus
への進化的移行時期は、RN9 帯の上限付近にあると

されている（Kamikuri et al., 2009）。これらのことか

ら観音崎 01 は、RN10 帯（Phormostichoartus doliolum 
Zone, 4.19 ～ 3.87 Ma）にあると推定する。

(7) 放散虫化石年代にもとづく池子層の層序

　本研究では、池子層の最下部から最上部の放散虫化

石年代を明らかにすることができた。横須賀市観音崎

では、逗子層と池子層が接しており、その直上から放

散虫化石を抽出し RN10 帯の年代を得た。同様に腰越

地区においても逗子層と断層で接する近くから採取し

た試料の年代が RN10 帯を得た。従って、池子層の最

下部の年代は、RN10 帯（4.19 ～ 3.87 Ma、前期鮮新

世後期）といえる。竹谷（1993）は、神奈川県逗子市

池子弾薬庫跡地に広がる逗子層および池子層から採取

した岩石試料より放散虫化石を抽出し、逗子層上部と

池子層下部を Foreman（1975）の Sphaeropyle langii 帯
下部とし、ほぼ鮮新世前期に当たるとしている。岡田

（1993）は石灰質ナノ化石により同地域の逗子層上部

を CN10c 亜帯（前期鮮新世後半部）とし、池子層最

下部を CN10c 亜帯（前期鮮新世後半部）とした。鈴木・

蟹江（2010）は、手広セクションの池子層と池子弾薬

庫跡地の池子層は同時期の堆積物とした。本研究で得

    13 a, b Andorocyclas gamphonicha Jorgensen　試料番号：腰越 02 − ②
    14 a, b Lamprocyrtis heteroporos  (Hays)　試料番号：高舟台 − ①
    15 a, b Lychnodictyum audax Riedel　試料番号：瀬戸神社 02 − ①
    16 a, b Pterocanium plismatium Riedel　試料番号：高舟台 − ①
    17 a, b Pterocorys campanula Haeckel　試料番号：Tb03 − ⑤
    18 a, b Dictyophimus bullatus Morley & Nigrini　試料番号：Tb07 − ①
    19 a, b Dictyophimus hirundo (Heackel)　試料番号：Tb07 − ②
    20 a, b Cycladophora cornutoides Kling　試料番号：腰越 02 − ②
    21 a, b Cycladophora davisiana Ehrenberg　試料番号：高舟台− ①
    22 a, b Cycladophora sakaii Motoyama　試料番号：Tb07 − ①
    23 a, b Tetrapyle octacantha Muller　試料番号：腰越 02 − ③

  図 5（次ページ）．池子層産放散虫化石種．

      1 a, b  Amphirhopalum ypsilon Haeckel　試料番号：Tb03 − ①　

      2 a, b Didymocyrtis avita (Riedel)　試料番号：Tb05 − ⑤
      3 a, b Didymocyrtis tetrathalamus (Haeckel)　試料番号：Tb03 − ②
      4 a, b Botryostrobus auritus/australis (Ehrenberg)　試料番号：Tb03 − ②
      5 a, b  Phormostichoartus doliolum (Riedel & Sanfilippo)   試料番号：Tb03 − ①
      6 a, b  Stichocorys peregrina (Riedel)　試料番号：Tb03 − ①
      7 a, b Lithopera bacca Ehrenberg 　試料番号：Tb08 − ①
      8 a, b Anthocyrtidium ophirense (Ehrenberg) 　試料番号：Tb03 − ②
      9 a, b Anthocyrtidium jenghisi Streeter　試料番号：Tb03 − ④
    10 a, b Anthocyrtidium nosicaae Caulet　試料番号：Tb03 − ①
    11 a, b Anthocyrtidium pliocenica  (Seguenza)　試料番号：Tb03 − ⑤
    12 a, b Lamprocyclas maritalis Haeckel group　試料番号：Tb03 − ①
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られた池子層最下部の年代は、これらの年代と調和的

であることが明らかになった。

　池子層の上限の年代に関する先行研究は見られな

い。横浜市金沢区の瀬戸神社境内の上総層群浦郷層と

されていた地層は、炭酸塩コンクリーション層と軽

石・スコリアの互層よりなり、蟹江ほか（2011）では、

池子層とされた。ここは、池子層最上部に当たり、本

研究で RN12 帯とされた。従って、池子層最上部は、

RN12 帯下部に対比され、上限は 2.5 Ma と見積もられ

た。以上のことから、池子層は、最下部の 4.2 Ma ～最

上部の 2.5 Ma の約 170 万年間の海成堆積物と言える。

6. まとめ

　鎌倉市手広の鎌倉層群池子層は、下部が RN9 帯

（Stichocorys peneltima Zone の 6.89 ～ 4.19 Ma、 前 期

鮮 新 世 前 期 ）、 中 部 が RN10 帯（Phormostichoartus 
doliolum Zone の 4.19 ～ 3.87 Ma, 前期鮮新世後期）、上

部 が RN10 ～ 11 帯（Phormostichoartus doliolum Zone
～ Lychnodictyum audax Zone, 4.19 ～ 2.74 Ma, 前期鮮新

世の後期～後期鮮新世の前期）である。鎌倉市手広の

中部は本山（1996）の Dictyophimus bullatus 帯（4.5 ～

4.3 Ma）に限定できる。 
　観音崎、鎌倉市腰越に分布する池子層は、RN10 帯

Phormostichoartus doliolum Zone の 4.19 ～ 3.87 Ma, 前
期鮮新世の後期）である。これは、池子層最下部に当

たる。鎌倉北東部及び横浜市南東部に分布する地層

（従来、上総層群浦郷層）は、RN12 帯（Pterocanium 
prismatium Zone, 2.74 ～ 1.75 Ma の後期鮮新世の中期）

下部である。この年代は、KGP テフラの年代と調和的

である。

　横浜市南東部の高舟台 01 と朝比奈入口のものは、

RN11 帯（Lychonodictyum audax, 3.87 ～ 2.74 Ma の 後

期鮮新世の中期）の上部である。金沢八景 01 と瀬戸

神 社 01 は、 RN12 帯（Pterocanium prismatium Zone, 
2.74 ～ 1.75 Ma, 後期新鮮世の後期）下部である。瀬戸

神社 02、釜利谷中南は、RN11 ～ 12 帯（3.87 ～ 1.75 
Ma の前期鮮新世の後期～後期鮮新世の後期）である。

　すなわち、池子層の最下部と下部は RN10 帯、上部

は RN11 帯、最上部は RN12 帯下部に対比される。放

散虫による池子層の堆積年代は 4.2 ～ 2.5 Ma の約 170
万年の堆積物と言える。
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